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　株主の皆様におかれましては、平素より当社事業運営に対し格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上
げます。
　本年度上期は、長引いた新型コロナウイルス感染症の影響に一定の区切りがつき、徐々に経済活動
が正常化に向かいつつある中、円安による各種物価の高騰と部品価格の上昇、更には想定外の問題と
して、一部トラックシャシメーカのモデル切り替え遅れの問題も発生し、当社企業活動にとって様々
な負の要因と混乱が続きました。
　当社では、たとえ混迷の時代においても株主の皆様の期待を裏切ることの無いよう、日頃から愚直
な努力を積み上げてまいりました。モノづくり体質強化に向けて「標準化」を基礎にした「絶え間な
い改善」を社員全員が力を合わせて取り組んでまいりました。まさに「厳しい時代こそ企業体質強化
の好機」という考えのもと、人材育成に手を抜くことなく、次なる成長に向けて基盤を築くという実
感を僅かながら持てるようになってまいりました。
　本年度下期は、電気工事向け、建設工事向け、鉄道工事向けと多くの新機種をお客様にお届けいた
します。電力、通信のお客様のビジネスパートナーとしての誇りを持ち、広く社会から圧倒的な信頼
をいただける存在となるべく、果敢に新しい挑戦を続けてまいります。
　株主の皆様方におかれましては、当社のこの挑戦に対しまして、引き続き深いご理解と温かいご支
援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

株主の皆様へ

大切な社会インフラの整備に向けて、
主体的にその役割を全うし続けます。

代表取締役社長　山岸 俊哉
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2023年度下期に販売予定の新商品

リチウムイオンバッテリ搭載車
SH15C
電気工事向け高所作業車
高所作業車に搭載する電動ユニット用バッテリを、
急速充電が可能で充放電効率に優れたリチウムイオ
ンバッテリにすることで、お客様の利便性向上と
CO2排出量の削減に貢献

7.5t架装軌陸車
LK12C1FN
鉄道工事向け高所作業車
車両総重量を7.5t未満とし準中型自動車運転免許に対応
高い機動力と安全機能の充実で夜間作業の安全と効率化に貢献

自走式高所作業車
RU09A1SM
建設工事向け
クローラ式電動高所作業車
環境にやさしいバッテリ駆動を採用
作業現場で使いやすいコンパクトボディー
安全性と作業効率向上で現場作業をサポート
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　当社グループを取り巻く環境は、前期から顕在化した部品調達リスクがほぼ解消したもの
の、原材料価格やエネルギーコストの高止まりの影響が継続していることから、引き続き厳
しい経営環境となっております。
　この様な状況の中、サービス事業におきましては、予防整備提案等の積極的な事業活動に
より、対前年比増加いたしましたが、特装車の売上は、トラックメーカのモデルチェンジに
伴う供給遅延等により対前年比減少し、売上全体では減収となりました。
　この結果、当第2四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高は前年同期を6億96
百万円（3％）下回る263億95百万円となりました。セグメント別には、特装車売上高は
前年同期を9億55百万円（5％）下回る198億30百万円、部品・修理売上高は前年同期を
2億87百万円（5％）上回る62億34百万円となりました。利益につきましては、営業利
益は前年同期を89百万円（4％）上回る25億43百万円、経常利益は前年同期を37百万円

（1％）下回る28億73百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は
前年同期を33百万円（2％）下回る20億45百万円となり、売上・利益とも概ね期初に想
定していた範囲で推移いたしました。

2023年度第2四半期決算

第2四半期連結損益計算書  （単位：百万円）

前第2四半期
自 2022年 4 月 1 日
至 2022年 9 月30日

当第2四半期
自 2023年 4 月 1 日
至 2023年 9 月30日

増減額

売 上 高 27,092 26,395 △696

営 業 利 益 2,453 2,543 89

経 常 利 益 2,911 2,873 △37

親会社株主に 
帰 属 す る 
四半期純利益

2,078 2,045 △33

（　　　 　　　）（　　　　　　 ）

第2四半期連結貸借対照表  （単位：百万円）

前期末
（2023年3月31日）

当第2四半期末
（2023年9月30日） 増減額

流動資産 67,553 65,744 △1,808

固定資産 28,142 29,031 889

総資産 95,695 94,776 △918

前期末
（2023年3月31日）

当第2四半期末
（2023年9月30日） 増減額

流動負債 14,895 12,408 △2,487

固定負債 2,225 2,335 109

負債 17,121 14,743 △2,378

純資産 78,573 80,033 1,459

負債・
純資産 95,695 94,776 △918
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1株当たり配当金         （単位：円）
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TOPICS

■つくばフォーラム
茨城県つくば市のNTTアクセスサービスシステム研究
所で開催された、「つくばフォーラム2023」（主催：日
本電信電話株式会社様）に出展しました。

（当社ブースへの来場者数：約750人）

■電設工業展
大阪府大阪市のインテックス大阪で開催された、「第71
回電設工業展」（主催：一般社団法人日本電設工業協会）
に出展しました。

（当社ブースへの来場者数：約1,200人）

１．新工場用地取得：2023年３月

新工場建設へ向け、群馬県より「高崎玉村スマートIC
北地区工業団地」の土地取得候補者として選定を受けま 
した。
生産能力増強と柔軟性を同時追求した高効率生産体制を
構築し、また、全使用電力を再生可能エネルギーで賄う
CO2排出ゼロ工場とすることを計画しております。

２．展示会への出展：2023年５月

お客様にとって「なくてはならない企業」となるべく「カーボンニュートラル・災害対応・安全作業環境の実現」
を切り口に、お客様と同じ方向に向かって共に力強く解決していくことを示すため、お客様が直面している課題に
ついて具体的な解決提案となるプロト機を展示することで新たな価値を訴求し、ソリューションビジネスへとつな
げることを目的として、各種展示会へ出展しております。

関越自動車道

←東京方面　高崎方面→

高崎玉村スマートIC
（下り線 出入口）

高崎玉村スマートIC
（上り線 出入口）

道の駅 玉村宿

新工場 建設予定地
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４． 小学校社会科見学 
：2023年９月～

社会貢献活動の一環として、上尾事業所において社会
科見学の受入れを行っております。
当社の社会における役割をご理解いただき、来訪者の
方々が笑顔で見学できるよう継続的に取り組んでおり
ます。
今年度は、地元小学生約750名の来訪を予定しており
ます。

３．上尾カスタマーサービスセンター新工場操業開始：2023年６月

上尾事業所の敷地内に所在する上尾カスタマーサービスセンターにおいて車両整備工場を新設し、６月より操業を
開始しております。
本工場では、高所作業車等の架装部検査、シャシ部車検（認証工場）、塗装、板金補修、大規模修理を一貫して行
うための設備を有し、お客様にワンストップサービスを提供いたします。



株主メモ
事 業 年 度 ４月１日～翌年３月31日
期末配当金受領
株 主 確 定 日 ３月31日

中間配当金受領
株 主 確 定 日 ９月30日

定 時 株 主 総 会 毎年６月
株主名簿管理人

三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座の口座
管 理 機 関
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

東京都府中市日鋼町1-1
電話  0120-232-711（通話料無料）

（郵送先）
〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 
証券代行部

（ご注意）
 1． 株主様の 住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、

口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっており
ます。口座を開設されている証券会社等にお問い合せください。株主名簿管
理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合せください。なお、三菱UFJ信
託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいた
します。

公 告 の 方 法 電子公告により行う
公告掲載URL https://www.aichi-corp.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経
済新聞に公告いたします。）

上場証券取引所 東京証券取引所プライム市場
名古屋証券取引所プレミア市場
証券コード：6345

単元未満株式買取・買増制度のご案内
当社の株式は１単元が100株となっており、単元未満株式（100株未満）については市場で売買できません。
ご所有の単元未満株式の売買をお考えの場合は、以下の制度をご利用ください。
●単元未満株式買取制度　単元未満株式を当社にご売却いただくことができます。
●単元未満株式買増制度　単元株式（100株）にするために、不足分を当社からご購入いただくことができます。
お手続きの詳細につきましては、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）までお問い合わせください。

特別口座の株式について
「特別口座」の株式は、単元株式（100株）であっても、特別口座のままでは市場で売買できません。
「特別口座」にご所有の単元株式について売買をお考えの場合は、「特別口座」から「証券口座」への株式のお振替をお願いいたします。
お手続きの詳細につきましては、三菱UFJ信託銀行までお問い合わせください。

株式に関するお手続きのお問い合わせ先
株式に関する各種お手続きの窓口につきましては、株主様の株式の所有状況によって異なりますので、ご注意ください。

ご所有されている株式の口座区分 お問い合わせ先

特別口座 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL 0120-232-711（通話料無料）

証券口座 口座を開設されている証券会社※

※ : 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行までお問い合わせください。

本書に含まれる将来に関する記述は、現在において入手可能な情報に基づき記載されたものであり、実際の業績は、
経済情勢・為替相場の変動等に係るリスクや不確実性により、記述と大きく異なる可能性があります。


